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     CAI teaching materials and multi-media teaching materials have been officially used as Moodle teaching 
materials in Japanese language education since 2010. Although as an incomplete solution, we have no alternatives 
but to create a new teaching system consisting of structure, audio, grammar, vocabulary, proficiency test, 
comprehensive examination, expression, and modern culture of Japanese language in teaching. The reason why 
Moodle has been guided into Japanese language education is because large quantity of printed materials was in need 
during classes, besides there was a huge gap among the learning capabilities of students which leads to different 
levels of understanding and learning progress towards the identical teaching materials in the same classroom. This 



















	 導入したMoodle は、オープンソースCMS(Course Management System、コース管理シス















































































A  長音素を認めるか認めないか。 
B  服部式に連母音／'ai／を認めるか。その場合、形容詞のウ音便や動詞イ音便などの説明がつくか。 
C  モーラという単位を認めれば、音韻論的音節という単位は不要か。 






















































































	 	 	 （活用形）	（テンス）			（文		型）											（アスペクトA）	
		 																								動詞文				（行く）							うとしている			
										 	 		 	 現在					形容詞文		（高い）							ところだ							
	 	 	 	 現在形													状態動詞文（いる）							ている									
									 	 	 	 	 未来					動作動詞文（書く）						 つつある							
																											変化動詞文（空く）						 ている（結果）	
																											形状動詞文（似る）						 てある									
	 	 	 		 	 	 	 	 																																		（アスペクトB）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 																																かける					
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 																																はじめる			
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 																																つづける			
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 																																おわる					
































































































































































































(4) 学校文法 10 品詞は『現代の国語３』（三省堂）の折り込み表ほかに見られる。また、10 品詞のデンドロ
グラムについては、すでに教育システム情報学会(2003.3.14)で口頭発表した。		
(5) 	金田一春彦(1950)	「国語動詞の一分類」『言語研究』15号	
(6) キーグラフの作成には「KeyGragh」（ver.2、構造計画研究所）を使用した。結果の表示はカラー版のみ
だったので、スキャンした後で赤い点線部分を手書きで修正した。		
(7) 	上記(3)。	
(8) 	平澤洋一(2016)「Moodle教材の成果」『情報文化学研究』第7号、25-32頁、情報文化学会連合研究会	 	
(9) 	素データ表は上記（6）に記載したので、重複を避けるため、本稿には引用しなかった。	
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